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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年８月11日に提出いたしました第48期第１四半期（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）の四半期報告書

につきまして、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年７月８

日　内閣府令第41号）に照らしたところ、記載漏れがあること、また一部に訂正すべき事項があることが分かりましたので、こ

れを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　事業等のリスク

４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 

３【訂正箇所】

訂正箇所は下線で示しております。

 

第一部　【企業情報】

 

第２　【事業の状況】
 

２【事業等のリスク】

（訂正前）

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」に

ついての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

（訂正後）

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日（平成22年８月11日）現在において当社グループが判断したもので

あります。

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生はありません。また前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」について下記事項を除き、重要な変更はありません。

 

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社は、過去、継続的に多額の当期純損失及びマイナス営業キャッシュ・フローを計上し、また、当第１四半期累計期間に

おいては88百万円の四半期純損失及び26百万円のマイナス営業キャッシュ・フローを計上しております。

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

このような状況を解消するために、当社は、強みであるベビー（０才から３才児）に資源を集中し、消費者視点に立った

ブランド・製品の開発と提供、サービス力の向上に努めてまいります。
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商品面では、新ブランドの開発と既存ブランドにおける企画提案力に取り組み、よりお客様に満足いただけるブランド・

製品の提供に努めております。販売面においては、百貨店市場への再上陸を新たな戦略として販路の拡大を目指すとともに、

ショップ業態における販売力の強化、卸業態における重点得意先との取り組み強化など、既存業態における売上拡大に向け

た諸施策を実施してまいります。さらに、前期に実施した物流業務の外部委託により、当期においても引き続き費用削減効果

が見込まれる他、一層のコスト合理化に取り組んでおります。

また、資金面においては、前連結会計年度において社債の償還が完了し、借入金の返済も進んだことから、債務負担は大幅

に軽減されました。当該借入金については債権者との合意に基づく返済を実行しており、また、資金需要が生じた場合には、

返済計画の変更や追加の借入れ実行などにより対応する方針であり、十分に実現可能なものと判断しております。

したがって、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しておりますので、四半期連結財務諸表及び

四半期財務諸表の注記は記載しておりません。

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）

(1)～(5)　（略）

 

（訂正後）

(1)～(5)　（略）

 

(6)継続企業の前提に関する重要事象等の対応策について

当社には、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

このような状況を解消するために、当社は、強みであるベビー（０才から３才児）に資源を集中し、消費者視点に立った

ブランド・製品の開発と提供、サービス力の向上に努めてまいります。

商品面では、新ブランドの開発と既存ブランドにおける企画提案力に取り組み、よりお客様に満足いただけるブランド・

製品の提供に努めております。販売面においては、百貨店市場への再上陸を新たな戦略として販路の拡大を目指すとともに、

ショップ業態における販売力の強化、卸業態における重点得意先との取り組み強化など、既存業態における売上拡大に向け

た諸施策を実施してまいります。さらに、前期に実施した物流業務の外部委託により、当期においても引き続き費用削減効果

が見込まれる他、一層のコスト合理化に取り組んでおります。

また、資金面においては、前連結会計年度において社債の償還が完了し、借入金の返済も進んだことから、債務負担は大幅

に軽減されました。当該借入金については債権者との合意に基づく返済を実行しており、また、資金需要が生じた場合には、

返済計画の変更や追加の借入れ実行などにより対応する方針であり、十分に実現可能なものと判断しております。

これらの対応策を、継続して実施することにより、さらなる利益改善を実現し、通期最終黒字の計上を目指してまいりま

す。
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